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論　文　内　容　要　旨
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1,過去のエビデンスレベルの高い15独文から19個の1次候補園子(11のⅩ線評価と8の
患者状況)が列挙された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ¥
乳次にアンケート研重の辞異を参考に12個の皇次解補国子(9のⅩ脚と8の患者状況)
が選ばれた。
8,最終的にロジスティック同舟分析によ・り10蘭の因子(丁のⅩ線評価と3の患者状況)が
抽出され、スコアリングシステムが考尭されねこあシステムで絃総合点教により、皇点来
▼
観をco鵬ervative (CS)群OuP、 z点以上S点未満を由l色伽co恥ervative鵬gro坤、 3点
以上4点未済をrelative eur由d.馳) group、 4点以上を81癖d・ (SG) gr印pと判定され
た。
もスコアリングシステムの妥当性の検封では、スコア1)ンダシステムで保存療漁と判定さ
礼(CS, RC group) 、兵藤に保存廉陰が行われた症例の珠床成練は、手術細粒と判定され
佃島サSG group)鼻園に絃保存療飴が行われた症例の醸康成練と比べ、有意に曲はよかっ
た。一方、スコア9ングシステムで保存療津と判定され、実際に手術療粒が行われた症例の
轟床鹿練と、手術廉蝕と判定され、実際にも手術療牡が行われた症例の鹿康成練に有意義は
なかった。各groupでの保存療法と事師療治の臨床細の比鞍ではRc印)up (保存廉鼓の
適応)では有意登はなかったが、喝SG group (手術療陰の適応)で壮有意に手術寮韓群の
成練がよかった。
(考察)我々のスコアリンダシステムの利点は骨折鮎の不安定性と患者の年齢や滑軌性など
を点数化することのより治療指針を決定できる傭便なツールという点であり、特に判断に迷
う商齢者に対し、一つの漁療決定のツールとしてまた患者へのインフォームドコンセントの
ツールとして役立つのではないかと考えている。今回の冶農からスコアリングシステムで手
術療牡と判定された群は、乗除に行われた治療でも、碑存療鈷群より手術療故癖別まうが有
意に抽醸成緋は良かった。一方、スコアリンダシステムで保存療牡と判定された群は、実際
に行われた細では保存療法群と手術疎放群では櫓療成練に有意差はな( 、手術療治の合
症を考慮すると保存療牡で対応できると考えられた。スコアリングシステムのある亀定の
当政が検征され、その治療成練を予測する方浩として有効であった。
(結静)我々が考案したスコアリングシステムは揚骨連位端骨折の玲療放定に関して妥当性
を有し、今幾治療轄針の簡便なツールとして活用が期待できる。
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(学位翰文審査の鼻息の要旨) (明朝体1 1ポイント、 6 00字以内で伸虚のこと。 )
骨混載症を背景とした、青壮年期以降の積骨達位牌骨折の韓療指針については一定の緒静結
出ておらず、そぬ治療は各医師の判断によるところが大きい。'そこで散々は、 5 0歳以上の息
者において、その治療成練に影響を与える田子を漁村し、傭債で明確に冷凍指針として使用で
きるスコアリングシステムを考案し、その妥当性について検軒を行い、以下勿点を明らかにし
た。
1.境骨速位境骨折の姶劇こ関するエビデンスレベルの商い論文から姶療成故に影拳を阜え
る、頻用される因子を列挙した。
2・.上缶において列挙された1次候補田子のうち、当科の関連施琴へのアンケート闇査の篇具
から2次候補因子を決定した。
3,これら望次候補因子のうち、どの因子が境骨逮故端骨折の胎療成練に有意に影響を与える
かを、ロジスティック歯帝分析を用いて検射し、最終的に点数化する国子を抽出した。以
上の過轟を轟で、スコアリングシステムが作成された。
4.次にこのスコアリングシステムの妥当性を検討するた桝こ、すでに掩療きれた輸骨逮位騰
骨折1 6 4症例に対し、このスコアリンダシステムを当てはめ、その治療指針が夷際に行
われた姶廉の臨床戚練に反映されているかを検討し、その妥当性が検征された。
串革文は横骨逮健端骨折の冷凍指針について新しい知見を与えたものであり、最終賦散とし
て論文内容'に関連した群間を受け会賂したのせ、博士(匿判の単位翰文に偉するものと認め
られた。
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